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　10 月 23 日（日）、「第 4回 西ノ島ハーフマラソン 2016」が開催されました。

　昨年と同様、ハーフ（21.0975km）、10km、そしてファミリー部門を含む 3kmの

3コースで、定員の 350 名を上回る過去最多のお申込みを頂きました。21 日に発生

した鳥取県中部地震の影響によるキャンセルもあり当日は 271 名の参加となりまし

たが、最大高低差 257mのハードコースを見事に完走されました。

　

　ゲストランナーとしてお迎えしたのは、2000 年シドニーオリンピック女子マラソ

ン日本代表の山口衛里さん（環太平洋大学 陸上競技部女子中・長距離コーチ）。当日

は 10km部門に出走され、大会を盛り上げてくださいました。

　給水所や誘導箇所では「おもてなし」や「声掛け」が回を重ねる毎に充実し、ランナー

の方々を力強く後押ししていました。メイン会場である観光交流センターでは、「じょ

んじょん太鼓」による演奏、そして応援に駆けつけた町民の皆様の声援で終始賑わ

いを見せていました。

　また今回は、隠岐島前高校の生徒と教職員（総勢 61 名）がボランティアスタッフ

として加わりました。町内スタッフの皆様と一緒になって各所から元気な声援を送

り、多くのランナーと積極的に関わっていただきました。

　参加したランナーの方々からは、「激しい坂道に心が折れそうになったが、ボラン

ティアの皆さんの声援と笑顔のお陰で完走できた」「地元の方々が前夜祭を盛り上げ

てくれた」「人情味溢れるおもてなしに感動。来年も必ず参加します！」など、たく

さんの嬉しいお声をいただいています。

　このような感想をいただけたのは、ご協力くださった皆様のお陰です。前夜祭で

のおもてなし、寒い中でのコース誘導、大会前の準備作業など、本当に多くの方々

のご支援をいただきました。この場をお借りして、皆様のご理解とご協力に対し、

深く御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

西ノ島町・西ノ島ハーフマラソン実行委員会
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　１０月３０日（日）、中央公民館にて文化展を開催しました。前回から引き続き出展して頂いた方々は

更に工夫されたもの、また初めての方々は今までに目にすることのなかった鉛筆画やアートフラワーなど

貴重な作品を出展頂きました。どのように製作しているのかの質問や、作品にじっと見入っている来場者

の方々もおられました。また、作品を目にすることで「自分もこれをしてみたい！」と言う声も多くあり、

今後の成人講座の企画の参考にしたいと考えています。また国際交流員やプログラミングゲームの体験コー

ナーにも子ども達が沢山遊びに来てくれました。出展頂いた皆様、どうもありがとうございました。

　10月 30日（日）、穏やかな秋晴れの中、西ノ島町観光交流センターにて「イカまぐろまつり」が開

催されました。

　本まぐろの柵売り、にぎり寿司販売、各団体による展示や販売が行われ、多くの方が会場に足を運ば

れました。なかでも恒例となりました姉妹町・江府町による野菜や特産品の販売コーナー、そして本ま

ぐろの解体ショーは大いに盛り上がり、会場内が熱気に包まれました。

　また、今回は初出店団体も加わり、展示・販売エリアは新たな交流の場として賑わいを見せました。

　JAしまね 隠岐どうぜん地区本部による西ノ島育ちの牛肉の試食販売、そして隠岐島前高校の生徒た

ちによるお好み焼き販売など、いずれも好評でした。

　最後の「お楽しみ抽選会」では様々な団体から豪華景品を多数ご提供いただき、当選番号の発表の度

に盛り上がりました。

　開催にあたりご協力くださいました皆様には、心より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

文化展

イカまぐろまつり
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　１０月３０日（日）、中央公民館にて「第９回ふれあい健康福祉フェア」が開催されました。

　当日は大勢の方が来場し、健康コーナーや各種コーナー、また、食育かるた大会やユニバー

サルスポーツ大会などで大賑わいでした。

ふれあい健康福祉フェア

　１８時からは、舞の海秀平氏による講演会「可能性への挑戦」を開催し、夜間にもかかわら

ず大勢の方が来場されました。

　舞の海秀平氏は、ご自身の現役時代の体験をもとに、自分の可能性をどのように切り開いて

いったらよいかなど伝えてくださいました。また、現役時代のエピソードや角界の話など楽し

いお話を聞かせていただきました。

食育かるた大会 ユニバーサルスポーツ大会 健康相談コーナー

骨密度測定 食・栄養コーナー
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453,754 円

　

11
月
３
日
（
木
）、
浦
郷
家
畜
市
場
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
家
畜
市
場

で
は
、
子
牛
と
成
牛
合
わ
せ
て
１
５
６

頭
の
取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

取
引
価
格
は
、
前
回
と
比
べ
る
と
子

牛
の
平
均
額
が
６
５
９
，
５
６
１
円
と

５
０
，
６
５
７
円
の
減
と
な
り
、
前
年

比
で
は
７
３
，
０
５
８
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

11/3

11/3,5

　

11
月
３
日
（
木
）、
本
町
の
姉
妹
町
で
あ
る
鳥
取
県
江
府

町
の
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で
第
８
回
「
秋
の
美
味
い
も
ん
祭
り

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
府
町
名
物
の
大
山
お
こ

わ
の
販
売
な
ど
食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛

況
で
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
は
っ
ぴ
ぃ
さ
ん
の
「
隠
岐
・
西
ノ
島
お
さ
か
な

ス
リ
ー
ミ
ー
バ
ー
ガ
ー
」、「
イ
カ
焼
き
」、「
コ
ロ
ッ
ケ
」
な
ど

販
売
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
数
の
方

が
来
場
さ
れ
、
西
ノ
島
町
の
味
を
大
勢
に
P
R
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
（
土
）
に
は
、
Ｊ
Ａ
江
府
支
所
前
に
て
「
Ｊ
Ａ
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
い
わ
が
き
の
酒
蒸
し
、
さ
ざ

え
の
つ
ぼ
焼
き
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
子
供
や
大
人
で
に
ぎ
わ
い
、
さ
ざ
え
・
い
わ
が
き
と

も
お
昼
過
ぎ
に
は
完
売
し

ま
し
た
。
今
後
も
姉
妹
町

と
し
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
本
町
の

「
う
ま
い
も
ん
」
を
広
く

発
信
し
て
い
く
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

JAまつり

　

10
月
27
日（
木
）、中
央
公
民
館
ノ
ア
ホ
ー
ル
に
て「
島

の
音
楽
パ
ト
ロ
ー
ル
i
n
島
前
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、〈
交
通
事
故
防
止
宣
言
〉
や
〈
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
宣
言
〉、
浦
郷
警
察
署
の
方
々
に
よ
る

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
・
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
寸

劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
島
根
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
、
吹

奏
楽
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
技
、
熱
唱
ポ
リ
ス
に

よ
る
歌
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
演
奏
に
観
客

は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

島
根
県
警
察
音
楽
隊
は
、
年
間
に
50
回
以
上
の
演

奏
活
動
を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
と
警
察
を
つ
な
ぐ

「
音
の
懸
け
橋
」
と
し
て
、
警
察
の
仕
事
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
得
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島

根
を
作
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
、
住
民

の
皆
さ
ま
に
交
通

事
故
防
止
や
特
殊

詐
欺
防
止
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
被

害
が
少
な
く
な
る

こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

10/27
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11
月
５
日
（
土
）
に
行
っ
た
ふ
る
さ
と
子
ど
も
体
験

隊
で
は
、
児
童
８
名
、
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
勢
15

名
が
集
ま
り
、
講
師
に
じ
ょ
ん
じ
ょ
ん
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
じ
ょ
ん
じ
ょ
ん
太
鼓
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

１
時
間
半
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
通
り
練
習
し
た
後
、
全
員
で
「
よ

う
か
い
体
操
第
一
」
に
合
わ
せ
て
叩
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
と
て
も
上
手
で
、
力
強
い
音
が
若
者
宿
中
に

響
き
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
飯
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

や
、
ス
ー
プ
な
ど
作
っ
て
頂
き
、
じ
ょ
ん
じ
ょ
ん
さ
ん
と

一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　

12
月
の
ふ
る
さ
と
子

ど
も
体
験
隊
は
「
国
際

交
流
員
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
！

　

小
学
生
、
保
護
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
「
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
11
月
５
日
（
土
）
に
西
ノ
島
町

消
防
団
・
隠
岐
島
消
防
署
島
前
分
署
合
同
に
よ
る

全
町
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
車
等
12
台
の
車
両
が
各
地
区
を
回

り
、
保
育
園
児
に
風
船
を
配
る
な
ど
町
民
の
皆
さ

ま
に
防
火
意
識
の
高
揚
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
の
緩
み
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

　

火
の
元
に
は

常
に
細
心
の
注

意
を
払
い
、
火

災
の
な
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

11/5

　

11
月
14
日
（
月
）、
海
中
転
落
し
た
釣
り
人
を
救
助

し
た
方
々
（
松
尾
英
次
さ
ん
、
松
尾
翔
平
さ
ん
、
若

松
一
成
さ
ん
、
石
塚
誠
さ
ん
）
に
対
し
、
隠
岐
海
上

保
安
署
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
し
た
方
々
は
、

海
中
転
落
し
た
方
を

認
知
す
る
や
直
ち
に

救
助
に
向
か
い
、
迅

速
か
つ
的
確
な
行
動

に
よ
り
転
落
者
を
救

助
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
が
誠
に

顕
著
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
表
彰
に

い
た
り
ま
し
た
。

11/14

11/5

①
海
で
遊
ぶ
と
き
は
い
つ
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

②
携
帯
電
話
は
防
水
パ
ッ
ク
等
に
入
れ
、保
護
し
ま
し
ょ
う
。

③
海
上
で
の
事
件
・
事
故
は
緊
急
通
報
用
電
話
「
１
１
８

　

番
」
に
か
け
ま
し
ょ
う
。
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Enjoy

Nishi
noshi

ma!

　冬の夜、わざわざ国賀海岸に出向く方はまずいないでしょう。でも、冬の夜の国賀海岸は、この時

期にしかいないある生き物に出会える可能性があるのです。

　昨冬のある夜、赤尾展望所近くの道路を走っていると、道端にポツンと子犬ほどの物体が止まって

いました。よく見るとそれは生き物で、ライトに照らされても逃げ出さず、辺りをキョロキョロと見

まわしています。そして音もなく飛び去っていきました。この生き物はフクロウの仲間の「トラフズク」。

日本の北の地域で子育てをして西日本で越冬します。西ノ島にも越冬のた

めに訪れていて、夜はエサを探すために道端に出てきているようです。

　余談ですが、フクロウの仲間の羽は、特殊な構造をしていて羽ばたく音

がしません。本やテレビなどで、フクロウが飛び立つシーンに「バタバタッ」

と効果音や文字が入っていれば、それは誤りです。

（by江崎）

西ノ島の自然の魅力 Vol. １１　『冬のフクロウ』

　今年も西ノ島町観光協会で「隠岐・西ノ島カレンダー」を販売しています。
　今回は「カレンダーフォトコンテスト」にエントリーした方の写真がたくさ
ん入っています。西ノ島で観察できる野鳥の情報も掲載されています。
　ぜひお土産に、家庭用に、親戚にお買い求めください。
（一社）西ノ島町観光協会　（別府港第２ターミナル１Ｆ）
　電話：０８５１４－７－８８８８
【その他の販売店】
西ノ島町役場（本庁・別府支所）、さくらや、安藤本店、だるまや

　11月 5日（土）、6日（日）の２日間、千葉県我孫子市で行われた「ジャパンバードフェスティバル2016」
に出展しました。このイベントは鳥をテーマにした日本最大のイベントで、フォトコンテストやミニライブ、鳥学

講座、イラスト教室や観察会、旅行ツアー紹介、グッズ販売など様々な催しが

行われました。展示ブースでは西ノ島の野鳥や自然の魅力をポスターや動画な

どで紹介しました。

　2日間で400名以上の方と直接会話をすることができ、もう次の日には「ぜ

ひ来年行きたい」と具体的な問い合わせも頂きました。西ノ島の自然の魅力を

もっと知ってもらうために、来年も参加したいと思っています。

　豪華客船は来年も寄港する予定ですので、ぜひ浦郷港にお出かけください。

　（5月11日、6月2日 /にっぽん丸　9月22日 /飛鳥Ⅱ）

　来年の春にはタブレット等で周知しますのでご確認ください。浦郷港での出店、船内

見学等を予定しています。
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　メリークリスマス、そしてハッピーホリデーズ（良い祝日を）！１２月の公休日と言えば・・日

本なら天皇誕生日、米国ならクリスマスですが、今回は良く聞かれる質問の答えを紹介します。

クリスマスについてよく聞かれる質問ベスト５

　現代、米国の全国人口の９割、そして非キリスト教人口の８割が祝っていると言われていますが、「宗

教的祝日のクリスマス」、そして冬の伝統を楽しむ「文化的祝祭のクリスマス」がそれぞれ認められてい

ます。キリストのイラストでなくサンタのイラストが出る時点で文化的な祭りとして祝っていることだ

と分ります。日本ではサンタとトナカイをよく見かけるので、アメリカのような文化的な祝いだと思えば、

自然なことだと感じます。

　オハイオ州の実家で暖炉の前で温かい毛布にくるまって、ホットココアを片手に全国放送のクリスマ

ス映画を家族でのんびり見る予定です。やはり私にとっては、どうしてもロマンスの日よりは『家族の日』

のイメージが強いです！

　鬼太郎が有名になる前に『妖怪』がすでに存在したと同様に、コカ・コーラが販売された前にも様々

な言い伝えで「サンタ」が存在しました。１８２３年出版の「クリスマスの前の晩」が今もよく知られ

ている例です。ただ、昔は体が細かったり太ったり、たまには青、たまには赤、たまには緑の服やローブ（長

衣）の姿で描かれていたサンタが、１９３０年頃、コカ・コーラの広告の影響で「服はいつも赤」「体形

がいつも福々しい」というイメージで世界に広まったそうです。

　「ペーパーミント豚」というピンク色の飴があり、手とほぼ同じ大きさで豚の形をし

ていますが、単純に食べるだけでなく、布の袋に入れ、食卓の皆さん一人一人に回して

いきます。貰った人が袋を小型ハンマーで軽く叩き、その年の思い出話を語ってから袋

の中から飴の欠片を取って食べるという少し変わった習慣です。

　実家ではずっとクリスマスハムだったような気が・・。米国では、１１月では第４木曜

日のサンクスギビング（感謝祭）に七面鳥が必ず出るので、来月のクリスマスにまた出る

とマンネリに感じる家族もいるかもしれません。ハム、七面鳥、ローストビーフが人気です。
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９
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

議
会
だ
よ
り

　

海
岸
へ
の
漂
着
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
を
得
て
毎
年
処
理
し
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
勿
体
な
い
。
観
光
資
源
と
し
て
活

用
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
方
法
は
、
大
学

生
を
対
象
と
し
て
、
土
日
や
連
休
、
夏
休
み

を
利
用
し
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
観
光
船
で
現
地
に

行
っ
て
ゴ
ミ
を
集
め
る
作
業
を
行
っ
て
貰
い
、

日
当
を
払
う
。
学
生
は
格
安
で
隠
岐
旅
行
が

出
来
、
し
か
も
カ
ヤ
ッ
ク
や
西
ノ
島
の
景
色

を
楽
し
め
る
。
経
済
的
に
西
ノ
島
へ
来
れ
な

い
学
生
達
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

将
来
彼
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
り
、
I

タ
ー
ン
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

西
ノ
島
の
宣
伝
に
も
な
り
、
町
内
の
業
者

に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
。
募
集
や
業
者
と

の
交
渉
は
観
光
協
会
に
依
頼
す
れ
ば
良
い
。

　

国
か
ら
の
予
算
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

海
岸
漂
着
ゴ
ミ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
賀

海
岸
や
耳
浦
海
岸
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
海
岸
清
掃
、
ま

た
陸
上
か
ら
の
回
収
が
困
難
な
場
所
に
あ
っ
て

は
、
島
根
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
業
者
へ
の

委
託
に
よ
り
、
漂
着
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　

外
注
に
よ
り
回
収
し
た
漂
着
ゴ
ミ
に
つ
い
て

は
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
島
外
へ
搬
出
し
て
お

り
、
年
間
の
回
収
数
量
と
し
て
は
、
屯
袋
で
約

５
０
０
個
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

大
学
生
に
よ
る
カ
ヤ
ッ
ク
等
を
活
用
し
た
漂
着

ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
的
な
要
素

を
含
め
た
体
験
観
光
の
要
素
も
あ
り
、
一
石
二
鳥

で
は
あ
る
が
、
陸
上
で
行
う
作
業
と
は
異
な
り
、

海
上
で
の
作
業
と
な
る
と
、
よ
り
一
層
危
険
が
伴

う
の
で
参
加
者
の
安
全
性
の
確
保
が
何
よ
り
重
要

と
な
る
。
同
行
す
る
伴
走
船
や
ゴ
ミ
を
回
収
す
る

船
の
確
保
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
等
、

様
々
な
課
題
が
予
想
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
観
光
協
会
等
と

口村　光房
議 員

中上　哲一
議 員

①　

今
年
の
４
月
に
、
こ
の
特
別
措
置
法
が
成

立
し
、
来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
こ
の

新
法
に
つ
い
て
の
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方

と
要
望
等
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②　

今
年
の
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
隠
岐

汽
船
旅
客
運
賃
の
助
成
は
、
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
伺
う
。

③　

離
島
ゆ
え
の
割
高
な
生
活
や
事
業
活
動

の
物
資
の
費
用
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
伺
う
。

　

有
人
国
境
離
島
法
は
、
本
年
４
月
に
可
決
・

成
立
し
、
平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、
10
年

間
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
る
。

　

現
在
、
日
本
に
は
４
１
８
の
有
人
離
島
が
あ

り
、
そ
の
中
で
１
４
７
の
島
が
有
人
国
境
離
島

地
域
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
継
続
的
な
居

住
が
可
能
と
な
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
は
、隠
岐
諸
島
を
含
む
15
地
域
71
島
が
、

こ
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

来
年
４
月
１
日
の
法
施
行
に
向
け
て
、現
在
、

国
は
基
本
方
針
を
策
定
中
で
あ
り
、
こ
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、都
道
府
県
が
計
画
を
作
成
し
、

実
施
し
て
行
く
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

①　

基
本
方
針
で
示
さ
れ
る
12
項
目
の
事
項

に
照
ら
し
、
必
要
な
施
策
に
資
す
る
内
容
に

つ
い
て
優
先
順
位
を
判
断
し
な
が
ら
実
施
し

て
行
き
た
い
と
考
え
る
。
要
望
等
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の
概
算
要
求
に

向
け
て
隠
岐
４
町
村
が
６
月
に
提
出
し
た
要

望
内
容
を
島
根
県
が
取
り
ま
と
め
国
の
担
当

部
局
と
現
在
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
９
月
９
日
に
は
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
と
総
務
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
部
局

に
対
し
て
、
平
成
29
年
度
予
算
編
成
及
び
施
策

に
関
す
る
要
望
を
島
根
県
町
村
会
と
し
て
要
望

活
動
を
行
い
、
そ
の
中
で
航
路
運
賃
の
低
廉
化

や
生
活
及
び
事
業
活
動
に
必
要
な
物
資
の
負
担

軽
減
な
ど
に
つ
い
て
財
政
支
援
を
要
望
し
た
。

②　

国
の
基
本
方
針
や
来
年
度
予
算
の
確
保

状
況
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
は
、
何
と
も

言
え
な
い
が
、
概
算
要
求
段
階
で
の
国
の
運
賃

低
廉
化
の
考
え
方
を
述
べ
る
と
、
事
業
主
体

に
つ
い
て
は
、
県
・
市
町
村
・
航
路
事
業
者

等
で
構
成
す
る
協
議
会
、
運
賃
引
き
下
げ
の

対
象
者
は
、
特
定
国
境
離
島
に
居
住
す
る
者
、

対
象
航
路
と
し
て
は
、
隠
岐
・
本
土
間
に
加

も
相
談
し
な
が
ら
実
施
の
可
否
を
含
め
て
検
討

し
て
行
き
た
い
。
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議会だより

え
て
離
島
間
の
航
路
で
あ
る
島
前
・
島
後
間
、

島
前
３
町
村
間
を
対
象
と
し
、
運
賃
に
つ
い

て
は
、
フ
ェ
リ
ー
が
Ｊ
Ｒ
運
賃
並
み
、
高
速
船

は
特
急
運
賃
並
に
引
き
下
げ
を
限
度
額
と
す
る

案
が
示
さ
れ
、
国
か
ら
の
交
付
率
は
、
６
／
10

又
は
１
／
２
で
調
整
中
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
国
の
予
算
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
る
か
に

よ
っ
て
、
低
廉
化
に
資
す
る
助
成
額
が
決
ま
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

③　

基
本
方
針
に
定
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
る

た
め
、
国
の
基
本
方
針
が
定
ま
れ
ば
、
対
象

範
囲
等
も
明
確
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
上
で
有
効
に
活
用
し
て
行
く
。

冨谷　修司
議 員

　

浦
ノ
谷
広
場
は
、
平
成
17
年
３
月
に
埋
立
て
が
竣

工
し
、
平
成
18
年
11
月
に
土
地
の
登
記
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
島
前
森
林
組
合
の
設
立
10
周
年
を
記

念
し
、
松
の
木
を
植
樹
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

黒
松
は
、
町
の
木
と
し
て
昭
和
57
年
に
選

定
さ
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
黒
松
の
保
護
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

町
の
木
が
黒
松
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
く

い
虫
の
被
害
に
強
い
と
さ
れ
る
抵
抗
性
松
を
約

１
２
０
本
植
樹
し
、
こ
れ
ま
で
枯
れ
た
木
の
伐

採
を
行
う
等
、
現
在
は
81
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
に
入
り
、
毛
虫
で
あ
る
マ
ツ
カ
レ
ハ
に

よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
対
応
策
を

検
討
し
た
が
、
近
く
に
住
宅
が
あ
る
こ
と
や

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
る
こ
と
等
か
ら

薬
剤
散
布
に
よ
る
駆
除
は
適
切
で
は
な
い
と

判
断
し
、
一
部
伐
採
や
手
作
業
に
よ
る
毛
虫

の
除
去
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
地
は
公
園

と
し
て
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
多
く
の
方
に

使
わ
れ
て
お
り
、
松
に
寄
生
し
た
毛
虫
が
子

供
た
ち
の
体
や
手
に
触
れ
な
い
よ
う
安
全
対

策
と
し
て
松
の
下
枝
の
部
分
を
大
幅
に
カ
ッ

ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
林
業
普
及
員
や
専
門
家
の
助
言
も

得
な
が
ら
、適
切
な
管
理
に
努
め
て
行
き
た
い
。

安達　静香
議 員

　

文
科
省
が
『
次
世
代
の
学
校
・
地
域
創
生
プ

ラ
ン
』
を
公
表
し
た
。
本
町
唯
一
の
小
中
学
校

新
校
舎
も
完
成
し
、
今
後
、
学
校
を
核
と
し
た

地
域
力
強
化
が
、
本
町
の
持
続
的
可
能
な
地
域

の
創
生
を
実
現
す
る
と
考
え
る
。

①　

地
域
の
方
が
訪
れ
や
す
く
利
用
し
や
す
い

学
校
に
す
る
方
策
は
。

②　

学
校
の
組
織
運
営
改
革
、
い
わ
ゆ
る
『
チ
ー

ム
学
校
』、
そ
し
て
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
学
校
）』

に
対
す
る
考
え
は
。

　

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
た
現
代
に
お
い
て
、
学
校
給
食
の
教
育
的
位
置
付

け
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①　

学
校
給
食
が
子
供
及
び
地
域
社
会
に
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
。

②　

学
校
給
食
＝
食
育
と
考
え
る
。
食
育
の
更

な
る
推
進
と
そ
の
評
価
方
法
は
。

③　

子
供
た
ち
に
、
安
心
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
対
策
に

早
急
に
取
り
掛
か
る
べ
き
と
考
え
る
が
現
在
の
計
画
は
。

　

質
問
１

①　

文
部
科
学
省
の
重
点
事
業
の
中
に
地
域

と
学
校
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
住
民
や
豊
富
な
社
会
経
験
を
持

つ
外
部
人
材
の
協
力
の
下
、
地
域
全
体
で
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
行
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
学
校
支
援
事
業
が
あ
り
、
来
年

度
、
こ
の
補
助
事
業
に
乗
せ
て
の
実
施
を
学
校

と
協
議
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
漁
業
・
畜
産
・
観
光
な

ど
産
業
面
や
文
化
継
承
等
、多
く
の
経
験
者
の
方
々

に
学
校
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
地
域
に
解

放
さ
れ
た
学
校
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
人
材
、
特
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
が
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。

②　

チ
ー
ム
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
一
方

で
、
現
状
は
機
能
し
て
い
な
い
等
、
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
の
指
摘
も
耳
に
し
て
い
る

が
、
地
域
全
体
で
学
校
支
援
に
参
画
す
る
点
で

は
、
学
校
支
援
事
業
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
学
校
支
援
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
力
向
上
も
当
然
大

切
で
あ
る
が
、郷
土
を
愛
し
、将
来
西
ノ
島
に
帰
っ

て
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
こ
そ
が
大

事
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
Ｕ
タ
ー

ン
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

質
問
２

①　

学
校
給
食
は
、
教
育
の
一
環
と
し
て
豊

富
な
食
材
を
使
用
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
に

食
の
大
切
さ
や
喜
び
を
体
感
さ
せ
、
望
ま
し

い
食
習
慣
等
を
育
成
す
る
食
育
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
で
も
積
極
的

に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
に
果
た
す
役
割
と
し
て

は
、
給
食
原
材
料
の
仕
入
れ
を
地
元
へ
発
注
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《
町
議
会
９
月
定
例
会
の
概
要
》

９
月
28
日
（
水
）

・
本
会
議

　

町
長
諸
般
の
報
告
、
議
長
諸
般
の
報
告
、　　

　

一
般
質
問
（
５
名
）

　

議
案
上
程
（
報
告
１
件
・
議
案
18
件
（
内
決
算
の

　

認
定
７
件
、
条
例
等
４
件
、
補
正
予
算
案
７
件
））

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）

９
月
29
日
（
木
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）

９
月
30
日
（
金
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）

・
本
会
議

　

両
常
任
委
員
会
報
告（
委
員
会
審
査
結
果
に
つ
い
て
）

　

質
疑
・
討
論
・
表
決
（
議
案
は
全
て
、
原
案
の

　

と
お
り
承
認
及
び
可
決
さ
れ
た
）

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
（
各
委
員
会
の
閉

　

会
中
の
継
続
調
査
可
能
と
な
っ
た
。）

　

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て
（
全
議
員
研
修
が
了

　

承
さ
れ
た
）

　

議
員
提
出
議
案
１
件
（
参
議
院
選
挙
に
お
け
る

　

合
区
の
解
消
を
求
め
る
意
見
書
が
全
会
一
致
で

　

可
決
さ
れ
た
。）

※
〈
委
員
会
審
査
日
程
及
び
概
要
〉

　

委
員
会
審
査
と
は
、
原
則
各
所
管
に
属
す
る
事

務
に
つ
い
て
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
・

請
願
な
ど
を
詳
細
に
審
査
・
調
査
す
る
も
の
。

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

【
所
管
】
一
般
行
政
、
教
育
、
消
防
、
厚
生
福
祉
、

す
る
こ
と
で
、
地
元
商
店
や
農
家
の
経
営
に

寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
、
子
供
た
ち
は
、
地

元
の
食
材
へ
の
愛
着
や
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

農
林
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
不
定
期
で
は
あ

る
が
、
隠
岐
保
健
所
等
、
県
の
機
関
や
教
育

課
を
は
じ
め
と
し
た
町
の
機
関
で
地
場
産
物

検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
学
校
給
食
で
地

元
産
を
活
用
で
き
る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

②　

学
校
給
食
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
進

捗
状
況
を
見
て
評
価
す
る
形
に
な
る
と
思
う

が
、
他
市
町
村
の
計
画
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
殆
ん
ど
が
学
校
給
食
法
や
食
育
基
本
法
、

ま
た
、
自
治
体
独
自
の
食
育
推
進
計
画
に
沿
っ

た
内
容
で
あ
り
、
２
つ
の
法
律
に
加
え
、
今

年
３
月
に
町
が
作
成
し
た
※
第
二
次
西
ノ
島

町
食
育
推
進
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

③　

来
年
度
か
ら
の
着
手
を
中
期
財
政
計
画

で
要
望
し
て
い
る
が
、
学
校
長
の
意
見
や
現
在

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
新
校
舎
に
併
設
し
た
新
た

な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
第
二
次
西
ノ
島
町
食
育
推
進
計
画
と
は

　
「
食
」
は
健
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
基
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
食
育
」
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
、
平
成
17
年
６
月
に
は
国
が
食
育
基
本

法
を
制
定
し
、
平
成
19
年
３
月
に
は
県
が
島

根
県
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、「
食
育
」
を

尾 﨑 　 満
議 員

　

全
国
的
に
高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
し
て
整
備
さ

れ
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
人
口
減
少
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
中
で
、
公
共
施
設
等
の
全
体
状
況
を
把
握
し
、

長
期
的
な
施
策
を
講
じ
る
よ
う
全
国
の
各
自
治
体
に

要
請
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
策
定
段
階
に
つ
い
て
は

議
会
、
住
民
と
の
情
報
共
有
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①　

国
の
要
請
に
対
し
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に

　

取
り
組
む
か

②　

総
合
管
理
計
画
の
期
間
及
び
策
定
年
度
は
い
つ
か

③　

住
民
、
議
会
へ
の
情
報
共
有
の
方
策
は

　

全
国
的
に
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
、

国
で
は
平
成
25
年
11
月
に
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命

化
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

①　

現
在
、
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
移
行
作

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

固
定
資
産
台
帳
を
整
備
中
で
あ
り
、
こ
の
台
帳

デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
施
設
等
の
現
況

及
び
将
来
見
通
し
、
管
理
に
関
す
る
基
本
方

針
等
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
に
則
り
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

②　

島
根
県
の
計
画
期
間
と
併
せ
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

③　

こ
の
総
合
管
理
計
画
は
、
現
段
階
に
お

い
て
把
握
可
能
な
公
共
施
設
等
の
状
態
や
現

状
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
を
整
理
し
策
定

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
策
定
後
も
当
該
計
画

及
び
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
点
検
・
診
断

等
の
実
施
を
通
じ
て
見
直
し
を
行
い
、
順
次

充
実
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
の

策
定
後
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
行
く
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
わ
る
施
設
の

整
備
や
跡
地
利
用
な
ど
、
重
要
と
思
わ
れ
る

事
柄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
議
会

や
住
民
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
行
き
た
い
。

議会だより

国
民
並
び
に
県
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
本
町
で
も
、「
食
」
の
大
切

さ
を
見
直
し
、「
食
育
」
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
育
基

本
法
第
18
条
に
基
づ
く
市
町
村
推
進
計
画
と

し
て
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
。
平
成
32
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
で
あ
る
。



13

議
会
活
動
日
誌

・
町
議
会
臨
時
会

・
町
議
会
全
員
協
議
会

・
和
光
苑
建
設
委
員
会

・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
運
営
協
議
会

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
９
月
定
例
会　

　
（
隠
岐
の
島
町
）

・
例
月
出
納
検
査

・
町
議
会
運
営
委
員
会

・
町
議
会
全
員
協
議
会

・
新
国
賀
ト
ン
ネ
ル
工
事
安
全
祈
願
祭

・
帝
祭

・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
認
定
伝
達
式

・
交
通
安
全
対
策
会
議

・
交
通
安
全
テ
ン
ト
村

・
黒
木
神
社
例
大
祭

・
町
議
会
９
月
定
例
会

・
輝
け
11
！
し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ス　

　

テ
ィ
バ
ル
（
松
江
市
）

・
隠
岐
島
前
森
林
復
興
公
社
20
周
年

　

記
念
式
典

・
島
前
町
村
組
合
議
会
定
例
会

・
島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研

　

修
会
（
松
江
市
）

・
島
根
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

　

会
長
連
絡
協
議
会

・
例
月
出
納
検
査

９月１０月

　
　

西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

保
健
及
び
そ
の
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し

な
い
事
項

　

９
月
28
日
（
水
）　

午
後
／
総
務
課
・
地
域
振
興
課

　

９
月
29
日
（
木
）　

午
前
／
町
民
課
・
健
康
福
祉
課

　

午
後
／
み
た
保
育
園
・
町
長
及
び
副
町
長

　

９
月
30
日
（
金
）　

午
前
／
教
育
課

　

午
後
／
ま
と
め

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
所
管
】　

農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
道
路
橋
梁
、

河
川
、
漁
港
、
港
湾
、
そ
の
他
土
木
一
般
（
農
林

土
木
を
含
む
。）
公
営
住
宅
及
び
上
下
水
道
に
関

す
る
事
項

　

９
月
28
日
（
水
）　

午
後
／
財
政
課

　

９
月
29
日
（
木
）　

午
前
／
地
域
振
興
課

　

午
後
／
環
境
整
備
課
・
町
長
及
び
副
町
長

　

９
月
30
日
（
金
）　

ま
と
め

議会だより

《
平
成
28
年
度
島
根
県
町
村
議
会
議
員
研
修
》

１
．
日
時　

10
月
11
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時
45
分

２
．
場
所　

松
江
市
の
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね

　
　

６
階
大
会
議
室

３
．
参
加
者　

県
内
11
町
村
か
ら
約
１
４
０
名
の

　
　

参
加
が
あ
っ
た
。

４
．
内　

容

　

・
島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
長
の
あ
い
さ
つ

　

・
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
土
山
希
美
枝
氏
を

　
　

講
師
と
し
て
「
質
問
力
ア
ッ
プ
で
議
員
力
・

　
　

議
会
力
が
高
ま
る
！
」
と
い
う
演
目
で
ご
講

　
　

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

・
株
式
会
社
地
域
事
業
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代

　
　

表
取
締
役
今
若
明
氏
を
講
師
と
し
て
「
持
続

　
　

可
能
な
地
方
創
生
に
お
け
る
町
村
議
会
の
役

　
　

割
」
を
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

５
．
そ
の
他

　
　

研
修
後
の
懇
親
会
は
、
初
め
て
全
町
村
議
会

　
　

議
員
が
参
加
し
、
各
町
村
の
特
産
品
を
持
ち

　
　

寄
り
、
地
元
を
熱
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任

　

委
員
会
行
政
視
察
（
松
江
市
・
雲
南
市
）

・
第
４
回
西
ノ
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

・
島
根
県
土
木
部
へ
の
要
望
活
動

　
（
松
江
市
）

・
町
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

・
企
業
立
地
認
定
審
査
会

・
産
業
振
興
事
業
開
発
審
査
委
員
会

・
全
国
町
村
議
会
議
長
会
他

　
（
東
京
都
）

・
島
前
町
村
組
合
指
定
管
理
者
選
定

　

委
員
会

・
島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議

　

長
、
委
員
長
研
修
会
（
松
江
市
）

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
総
務
消
防
常

　

任
委
員
会
視
察
（
福
岡
県
）

・
例
月
出
納
検
査

・
第
15
回
東
京
国
賀
会
総
会（
東
京
都
）

・
町
議
会
運
営
委
員
会

・
町
議
会
臨
時
会

・
町
議
会
全
員
協
議

１１月
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７月 31日（日）から８月６日（土）の１週間で本校生徒４名がブータン王国を訪問しました。今回の

ブータン王国訪問は、今年度から本格的に始まった、島前高校と海外との交流の一環でした。※今回は、

訪問した４名を代表して２年生の伊藤圭那さん（西ノ島中学校出身）と万代涼さん（海士中学校出身）に話を聞きました。

　１年生の時の「夢探究」の授業で、早稲田大学の平山先生が来てくださり、そこでブー

タンの話を聞きました。そこで、ブータンの小・中・高校生に「あなたの夢は何か？」と聞いて

いる動画を見たら、みんなが一様に「周りの幸せが自分の幸せ。」と答えていて…。それに衝撃を

受けて、「ブータンってどんな所だろう。」と興味を持つようになり、ブータン王国訪問希望者の

応募があった際に手を挙げました。

　テーマは、自分たちで決めました。ブータン行きを希望した６人で考え（面接でもれてしまった２人も加えて６人）、『島前

とブータンの幸せの相違点』を調査していくことにしました。行く前に、島前高生の幸せについてアンケートをとったり、夢探究の授

業で見たブータンの動画の島前高生版を作ったりしました。それらをブータンで披露するために英語になおすのは大変でした。

　臭いがきつかったです！　ブータンは、自然が豊かできれいな場所だと思っていたのに、首都ティンプーはそうではなかった。

　近代化が結構進んでいて、高校生はみんなが携帯電話を持っていました。日本に近い感じ。でもインタビューすると、「ブータン

が好き。」「国王が好き。」という人ばかりで、そこは日本とちがっていました。

　ブータンの中学生や高校生は、「ブータンの伝統文化が大切だ。」と言っていました。「伝統文化を守り、中国やインドとは違う国

であることを示さないと、侵略される恐れがある。」という考えからでした。私達も、住んでいる所（島前）のことをもっと知らない

といけないということを感じました。

　自分が、都会にあこがれすぎていたことに気付きました。ティンプーの臭いは、本当に死にそうだった（笑）。ティンプーから田

舎に行くと、深呼吸をする自分がいて…。そこで、「自分はいい所（海士）に住んでいるんだ。」と思いました。海士で過ごしていると

無臭の空気なんて当たり前のものだったけど、価値のあるものだということに気付きました。

　西ノ島のことを調べたいです。例えば今は、船引運河に興味があります。その物があることは知っ

ているけど、歴史や始まりなどはよく知らない。「あれ？」と、興味がわいた時にきちんと調べ、知

るようにしていきたいです。

　空気を汚さないようにしたい（笑）。ブータン訪問でガイドをしてくださったペマさんが「日本

の都会は、あっちからもこっちからも人が来ていて、文化が壊されていっている。だから、着物を

着ることもないでしょ。」と話していました。ここ（島前）は、このまま（今のまま）にしておきた

いと思います。

　島前高校生の皆さんに。特に、島内生の皆さんには、せっかく行ける機会があるのだから、海外にも行ってみようとするといい

と思います。行ってきた私達の話を聞くより、実際に行った方が絶対に楽しいです。

　そうだよね。島前高校生にはもっとチャレンジしてほしい。私は、ブータンに行って気付いたことがたくさんありました。海外

に行く機会があったら、積極的に行くといいと思うし、島前地域にも積極的に出て行ってほしいです。積極的に動くことで、たくさん

の気付きがあるはずです。意外と楽しいですよ！

島前高校の特色ある取り組み。そこで学ぶ生徒の姿。今後も定期的にお伝えします。

ブータン訪問
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　平成２８年１０月５日に接近した台風１８号の影響で、西ノ島町の各地区にも被害が発生しました。
　被害に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　翌日天気が回復してから道路等の点検を行った結果数カ所の倒木を確認し、その中でも通行に支
障がでる箇所の伐採を行いました。

お問い合わせ先：　別府支所（西ノ島町役場地域振興課内）　集落支援員　
　　　　　　　　　電話：７－８１３１　FAX：７－８０２５

2 0 1 6
Vol.  1 ４

集
落
支
援
員
活
動
日
誌

　交通量の少ない林道などは枯松等が点在しており、普段でも倒れやすい状態となっています。
　台風や強風の際は特に通行に注意して頂きたいと思います。

・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
ど
う
ぜ
ん
地
区
本
部
が
管
理
す
る
牧
野
内
12
月
11
日
か

ら
２
月
15
日
ま
で

・ 

右
記
以
外
の
狩
猟
可
能
場
所
：
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

○
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所

・
鳥
獣
保
護
区
（
焼
火
山
南
側
）、
公
道
（
私
道
で
な
い
道
路
全
般
・
赤
道
も
含

む
）、
公
園
法
の
特
別
保
護
地
区
、
社
寺
境
内
、
墓
地 

な
ど

○
銃
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
等
（
狩
猟
禁
止
場
所
に
左
記
を
追
加
）

・
市
街
地
又
は
、
人
家
、
人
の
集
ま
る
場
所
、
人
畜
・
建
物
・
自
動
車
・
船

舶
等
に
弾
丸
が
到
達
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
向
で
の
発
砲

○
銃
猟
の
時
間
規
制

・
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
ま
で
の
銃
猟
は
禁
止
（
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
ま

で
の
時
刻
は
、
実
際
に
日
光
の
明
暗
で
は
な
く
、
暦
に
よ
る
日
没
・
日
の

出
の
時
刻
と
さ
れ
て
い
る
）

・
垣
、
柵
等
で
囲
ま
れ
た
土
地
、
作
物
の
あ
る
土
地
で
狩
猟
を
す
る
場
合
は
、

土
地
所
有
者
（
占
有
者
）
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

冬
季
は
、
山
林
や
畑
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

ハ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
の
な
い
よ
う

安
全
確
認
を
徹
底
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
法
令
や

マ
ナ
ー
の
遵
守
も
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
畑
仕
事
等
で
入
山
さ
れ
る
場
合
に
は
目
立
つ
色
の
服
を

着
用
し
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
か
け
る
な
ど
、
自
分
の
存
在
を
ハ
ン
タ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
狩
猟
し
て
い
る
場
所
へ
遊
び
で
近
づ
か
な
い
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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隠岐保健所からのお知らせ

　お酒は適量であればリラックス効果があり、人とのコミュニケーションを円滑にするといった良い面がありま

す。一方で、問題のある飲み方だとアルコール依存症やがんなど様々な病気を引き起こすといった恐ろしい面も

あります。あらためて自分自身のお酒の飲み方について考えてみましょう！！

【問い合わせ先】　隠岐保健所　島前保健環境課　（住所）西ノ島町別府56－17　（電話）７－８１２１

「１ドリンクとは…10ｇの純アルコールを含む飲料を１ドリンクと定義しています。（純アルコール量10ｇ＝１ドリンク）」

【※ドリンク換算例】日本酒１合＝2.2 ﾄﾞﾘﾝｸ　焼酎1合＝2.9 ﾄﾞﾘﾝｸ　ビール350ml ＝ 1.4 ﾄﾞﾘﾝｸ　

　　　　　　　　　ビール500ml ＝ 2 ﾄﾞﾘﾝｸ　酎ハイ350ml ＝ 2 ﾄﾞﾘﾝｸ　ﾜｲﾝｸﾞﾗｽ 1 杯＝ 1.2 ﾄﾞﾘﾝｸ

　　　　　　　　　梅酒1合＝2.2 ﾄﾞﾘﾝｸ　ｳｲｽｷｰ ( 原酒 30ml) ＝ 1 ﾄﾞﾘﾝｸ

あなたのお酒の飲み方をチェック !! 【アルコール使用障がいスクリーニング（AUDIT）】

　０：飲まない　１：1ヶ月に１度以下　２：1ヶ月に２～４度　３：１週に２～３度　４：１週に４度以上

　０：0～2ドリンク　１：3～4ドリンク　２：5～6ドリンク　３：7～9ドリンク　４：10ドリンク以上

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　１：1ヶ月に１度未満　２：1ヶ月に1度　３：１週に1度　４：毎日あるいはほとんど毎日

　０：ない　２：あるが、過去１年にはなし　４：過去1年間にあり

　０：ない　２：あるが、過去１年にはなし　４：過去1年間にあり

①～⑩までの合計 判定 アドバイス

★ 0～ 7点 問題飲酒ではないと思われます。 このままの適正飲酒を心がけましょう。

★ 8～ 14点 問題飲酒ですが、依存症まで至っていません。 飲酒量を少し減らしましょう。

★ 15～ 40点 依存症が疑われます。 すぐに病院や保健所等に相談しましょう。
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　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすることは、その時期や名義のいかんに関わらず、罰則を

もって禁止されています。また、政治家以外の者が政治家名義の寄附をすることも罰則をもって禁止さ

れています。
● 政党その他の政治団体またはその支部や親族に対するもの及び政治教育集会に関する必要やむを得ない実費

　の補償は、禁止の対象から除かれます（政治教育集会に関する実費の補償のうち、食事や食事料の提供は禁止

　され、罰則の対象となります）。

● 政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、葬式や通夜における香典は違法ですが、罰則の対象か

　らは除かれています（選挙に関してなされた場合や、通常一般の社交の程度を超えている場合は処罰されます）。

　政治家に対して寄附をするよう勧誘や要求をすることも禁止されています。政治家を威迫して、ある

いは、政治家の当選または被選挙権を失わせる目的で勧誘や要求をすると処罰されます。政治家名義の

寄附を求めることも禁止されており、威迫して求めると処罰されます。

　政治家が役職員や構成員である団体や会社が、選挙区内にある者に対して、政治家の氏名を表示したり、

氏名が類推されるような方法で寄附をすることは禁止されており、選挙に関して寄附をすると処罰され

ます。
● 政党その他の政治団体またはその支部に対するものは除かれます。

　後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、花輪・供花・香典・祝儀や、これらに

類するものを出したり、後援団体の設立目的により行われる行事や事業に関する寄附以外の寄附をする

と、その時期や名義のいかんに関わらず処罰されます。

　政治家は、選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状・暑中見舞状等

の時候のあいさつ状（電報等も含む）を出すことは禁止されています。

　政治家や後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、主としてあいさつを目的とす

る有料の広告を新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・インターネット等に出すと処罰されます。政治家や後援

団体に対し、あいさつを目的とする有料広告を求めることも禁止されており、威迫して求めると処罰さ

れます。

総務省「寄付禁止のルール」より

下記の①から④まで及び⑥の項目によって処罰されると、公民権停止※の対象となります。

　※「公民権停止」とは、選挙への立候補、選挙での投票、選挙運動への参加等が禁止されること。

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選挙区内

の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄

附や贈り物を求めることも禁止されています。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実

現しましょう。
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西ノ島町役場　環境整備課　６－１７４８

　今年も降雪シーズンを迎えました。国道・県道及び町道の除雪作業にあたり、ご協力をお願いします。
 ・除雪期間：平成２８年１１月１日から平成２９年３月３１日まで
・除雪作業は、積雪量が１５㎝程度から行います。
・急坂路の危険箇所には凍結防止剤を配置してあります。凍結防止剤は、必要に応じて散布をしてください。
・期間中、自動車等を路上に放置しないようお願いします。
・住居の雪を道路上に搬出しないようお願いします。
・除雪のため、田畑等に砂利等が落ちる可能性がありますが、ご了承ください。
・竹や木に降り積もる雪で交通の障害になった場合は、交通を確保するため、竹や木の枝を切り払いますので
　ご了承ください。
・冬用タイヤの交換は、早めに行いましょう。

　　
　ご不明な点やお問い合わせは下記へご連絡ください。
　　・島根県隠岐支庁県土整備局島前事業部　（７）９１１６　・西ノ島町環境整備課　（６）１７４８

　気温がマイナス4度以下になると、水道管や蛇口は、凍ったり破裂することがあり
ます。テレビ、ラジオなどの天気予報をこまめにチェックし、早めに凍結防止の準備を
してください。敷地内の給水管から蛇口までの水道施設の修理は所有者の負担となり、
費用も多くかかりますので、くれぐれも水道管の凍結にはご注意ください。
 
■凍結しやすい場所は
・屋外で水道管がむき出しのところ
・家の北側で陽の当たらないところ
・風当たりの強い場所

■水道管の凍結を防ぐためには
・水道管や蛇口の部分に、保温材・古い毛布・布きれなどを濡れないように巻きつけ、さらにその上からビニー
ルなどを巻いて保温してください。濡れているとそこから凍結します。
・メーターボックス内に、発泡スチロール製の保温材や古い毛布などをビニール袋に入れて、メーターを上下左
右から保護するように取り付けてください。

■水道管が凍ってしまったら
①蛇口を開ける
②凍った部分にタオルや布をかぶせる（タオル等をかぶせるのは余熱を利用するため）
③その上からゆっくりとまんべんなく「ぬるま湯」をかける
注意：熱湯を急にかけると、水道管や蛇口が破裂しますので十分注意してください

■水道管が破裂したときは
　水の噴出を防ぐためにメーターボックス内の止水栓を閉め、下表「西ノ島町給水装置工事指定事業所」に修理
を依頼してください。

■こんな時には要注意
・外気温がマイナス4度以下になったとき
・旅行などで家を留守にする時など、長期間水道を使用しないとき
・一日中、外気温が氷点下の「真冬日」が続くとき

西 ノ 島 町 給 水 装 置 工 事 指 定 事 業 所

山下土木工事所 物　井 ７－８８２１ さ ん も く 工 業 美田尻 ７－８８４４ 西 ノ 島 設 備 浦　郷 ６－１５１０

た ま や 電 気 別　府 ７－８６００ 小 東 工 務 店 小　向 ６－０１７５ 道 島 屋 左 官 〃 ６－０３８４

大 野 建 設 〃 ７－８４１３ 菊 田 建 設 〃 ６－１６６４ 大 野 技 建 〃 ６－１２２２

坂 設 備 美田尻 ７－８５１７ 船 舶 電 機 舎 船　越 ６－１０４４
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島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

会
社
概
要
の
ほ
か
業
界
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
） 

　
　

午
前
10
時
半
〜
午
後
０
時　

企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

企
業
説
明
会
「
島
根
の
企
業
を

　
　

知
ろ
う
！
」（
ブ
ー
ス
訪
問
）

　
　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２
―
１
）

　
　

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
等
に
在
学
中
の
方
（
私
服
参
加
）

　
　

11
月
下
旬
頃
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　

順
次
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　

http://w
w
w
.gogo-jobcafe-shim

ane.jp/

　
　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
　
　
（
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

　
　
　

電
話　

０
８
５
２
‐
２
８
‐
０
６
９
４

　
　
　

内
容
等
詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
で
検
索
！

11月 20日（日）、「品川プリンスホテル　メインタワー」（東京都港区高輪）において「東京
国賀会30周年記念大会」が行われました。当日は、80名を越える参加者でした。
　また今年は記念大会ということで、町より一般参加者を10名募り参加者は受付時から、旧友と
の再会を喜んでおられました。
　懇親会では、日本舞踊、民謡ショー、本町の各団体・宿泊施設・会社様よりご提供いただきまし
た景品の「福引大会」が行われ、参加された皆様一同大変喜ばれていました。
　ご協力いただきました皆様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

【
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
】

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

　

 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

４　

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
等
）

 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

　
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ　

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

役
場
健
康
福
祉
課
（
６
‐
０
１
０
４
）

　

12
月
分
の
納
期
限
は
12
月
26
日(

月
）
で

す
。　
　

（
定
期
口
座
振
替
日
は
12
月
28
日
（
水
）、

再
振
替
日
は
１
月
10
日
（
火
）
で
す
。

　

納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た

だ
き
今
一
度
、
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

町
税
等
に
は
納
め
忘
れ
が
な
い
、『
口

座
振
替
』
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
等
に
関
す
る
相
談
は
町
民
課
（
６
）

０
１
０
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
の
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
は
、
全
都
道
府
県
が
共
同
で
設
立
し
た
学
校

法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
医
科
大
学
で
、
卒
業
後
に
出
身
県
に
戻
り
、
一

定
期
間
地
域
の
病
院
、
診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、
授
業
料
な
ど
が
全
額
免
除
さ

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う
気
概
に
あ
ふ
れ
た
方
の
申
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
２
３
名
（
島
根
県
か
ら
２
〜
３
名
）

　

平
成
29
年
１
月
23
日（
月
）【
学
力
】、24
日（
火
）【
面
接
】

　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
殿
町
）

   

○
数
学
（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
数
学
A
・
B
）

 　
　
　
　
　

○
理
科
（
物
理
、
化
学
、
生
物
の
う
ち
２
科
目
選
択
）

　
　
　
　
　

 

○
外
国
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、

　
　
　
　
　
　

英
語
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
）

　
　
　
　

　

平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
） 

〜 

１
月
18
日
（
水
）

                

午
後
５
時
必
着
（
１
月
17
日
（
火
）
の
消
印
有
効
）

　

　
　
　
　
　

〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
　
　

島
根
県
庁 

医
療
政
策
課 

医
師
確
保
対
策
室　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

T
E
L
：
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
６
９
３

　
　
　
　
　

F
A
X
：
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
０
４
０
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浦郷店　 （６）0528
別府店　 （７）8667

奥出雲産 もち米使用
　　(100%)

予約承り中！

お申し込みは、

１２月２０日頃
までにお願いします。

お電話お待ちしております。

つきたての美味しい
お米で新年を！！

申  込  先 もちっこ
 河内商店
   ＫＡＷＡＵＣＨＩ

お供もち・雑煮もち

お供もち（１組）
大　　1,050 円
　　 750円
　　 450円
　　 300円

雑煮もち１升
　　（約３５個分）
2,150 円

正月用
杵つき餅

（税込価格）

（税込価格）

　TEL. 6-1211　FAX.6-1212

定住促進係　TEL.7-8131　農林水産係・観光商工係  TEL. ７-8777

　TEL.6-0450　FAX.2-2247

別 府 支 所   TEL. ７-8101　　　　　 地域振興課　FAX.7-8025

　TEL.6-1748  FAX.6-0186

　 TEL. 6-0171　FAX.6-1028

町長が町民の皆様のご意見、ご要望をお聞きするための FAX6-1819

TEL.6-1182　FAX.6-1183

　TEL.6-0105　　 　TEL.6-0103　　 　TEL.6-0104

　TEL（08514）6-0101　FAX　6-0683

※町内無料電話を利用する場合、番号の頭に「５」をつけて電話すると無料電話になります。

　TEL.6-1338(FAX兼用 )

（浦郷シルバー会館）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
設
備
の
整
備
等
に
助
成
を
行
う
事
業

で
す
。

　

船
越
区
で
は
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て

エ
ア
コ
ン
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
る
た
め
の
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
用
具
を
使
っ
て
、
今

ま
で
以
上
に
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
・
改
正
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
育
児
・
介
護
休
業
規
定
の
整
備
（
①
介
護
休
業
の
分
割
取
得　

②
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
免
除
③
子
の
介
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
半
日
取

得　

④
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業
等
の
取
得
要
件
の
緩
和
等
）
や
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
事
業

主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
お
問
合
せ
先

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

（
松
江
市
向
島
町
１
３
４
‐
１
０
松
江
地
方
合
同
庁
舎
５
階
）

電
話
：
０
８
５
２
‐
３
１
‐
１
１
６
１

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分



2222がんばっど！西ノ島

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。

便利屋　滝下
障子・襖の張り替え

建具修理
アミ戸の張り替えもいたします

庭木の手入れ他
掃除・草取り

家の修理致します
どんな小さなことでも

ご相談下さい

滝下　修秀（滝浜）
浦    郷

  電　　話　6-1537
携帯番号　090-7377-8221

Cafe Dining Bar    SHIMA
どんとカード会加盟店 マイバック利用促進店

お食事処　　電話６-０４０１

１２月の営業時間についてお知らせ
　昼：ＡＭ11：30～ＰＭ2：00
　夕：ＰＭ5：30～ＰＭ8：00

（定休日：月曜日 )

ごはんがおいしい！
ラーメンがおいしい！
各種定食あります！

 
　　　　  当 3　  Ａ 組　２３１   B  組　４７１
　  Ａ

い組 ４１０   う組 ３００ 　う組 ５２２
え組 ４２８   え組 ７７５ 

どんとカード会商品券
≪今回は　 商品券を 5名様へ！≫

西ノ島町の広報誌に広告を

掲載してみませんか？

　　●お店の紹介

　　●イベント広告

　　●メンバー募集

　　●ひと月だけでもＯＫ

興味のある方は西ノ島町役場
総務課 6-0101 まで
お問い合わせください。

※掲載スペースには限りがありますので、
申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。
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2323 がんばっど！西ノ島

～従業員募集～

 ㈲山下土木工事所
　　　電話（７－８８２１　担当：近藤）

　　一般土木、舗装工事に従事していただきます
　  条件：高卒程度、普通自動車免許所有

　  パソコンにて資料作成、役所への対応等
　  工事と現場の管理をしていただきます
　   要資格：１級または２級土木施工管理技士

＜給与・休日＞
　当社規定による
　　事前に電話連絡の上、履歴書を
　　ご持参ください
　　　＊経験者優遇します

住まいのことなら

新築・建て替え
リフォーム

宅内上下水道工事

携 帯  

にしのしま歯科
院長　髙井　智香

  ※日曜・祝日は休診

診察時間
午前　９：００～１２：００
午後　２：００～   ６：００
（土曜は午後休診）

電  話　６－１９８８
         FAX　 ６－１９９０

浦郷（浦郷診療所２階）

　　訪問診療をご希望の方は
　　ご連絡ください。

魚谷眼科医院
院長　魚谷　純　副院長　舩田雅之

午前　９：００～１２：３０
午後　３：００～   ６：００

☆土曜午後は２：００～５：００

鳥取県米子市上後藤２－３－３

（外浜街道・バス停後藤ヶ丘中学校前）

電話（0859）22-2246
ホームページ 

http://www.uotaniganka.com/

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ 訪問診療 ○ × 月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○ ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ △

通常シングル１室１名様5,940円のところ

隠岐在住の方限定！
　　　　　　　　

　　
　　　

　※他のプランとの併用は出来ません。
　　　　　　　　　　　　

ヘルシー朝食バイキング
　　　　　　お１人様　980円（税込）
　　　

JR 松江駅前
　　　松江アーバンホテル１号館２号館
　　   松江市朝日町５９０－３
　　　 電話　０８５２－２２－０００２
　　　 http://www.matsue-urban.co.jp

とって隠岐プラン

おすすめ

福祉用具のさか
●起きあがりが大変で、電動ベッ
　ドを使いたい。
●尿漏れが気になるので、失禁
　パンツを使ってみたい。
●長い距離が歩けなくなったの　
　で、電動カーに乗ってみたい。
●家に手すりなどを取り付けて
　欲しい。
など、介護のことは何でもご相談下さい。
【営業】月曜～土曜

※オムツなどの配達も承っており
ます。お気軽にお電話下さい。

下水道接続工事は
ぜひ㈲坂設備に
御相談下さい！！
　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

　㈲坂設備
　ＴＥＬ：７－８５１７
　ＦＡＸ：７－８０４６

　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

　

KA E D E
場所　別府港近く、別府駐在所前
携帯　090-7547-6233
　　   担当　原　日和

※ ご予約制（お電話下さい。）
ご高齢の方、出張カット致します。

島のほのぼの美容室

配達灯油ポイント３倍！
日にち指定なしの配達 ( 現金払 ) に限りポイント３倍進呈！

お電話頂いた日から１週間以内に配達致します。

☆タイヤ交換はお早めに！
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お
く
や
み

清
水
　
喜
美
枝
　
　 

90
歳  

　
　
珍
　
崎
　

村
尾
　
百
合
子
　
　 

82
歳  

　
　
珍
　
崎
　

　１０月１９日に島根鼻公園で海辺の自然観察会を行いました。口村光房氏のガイドのもと、公園近くの遊歩

道から海岸へ降り、海岸沿いを歩きました。岩場の殆どが黒っぽくゴツゴツした岩ですが、その中に黒い筋の

入った岩がありました。その岩の一部は黒曜石だと聞かされ驚きました。

　更に歩くとダルマギクが群生していました。ダルマギクは大陸性の植物で、朝鮮半島や西日本の海岸に群生

し、特に岩場に咲くことが多い野菊ですが、その昔、大陸の一部であった隠岐や対馬などにも生息しています。

　隠岐は、南方や北方、高山の植物が低地でも混在していることが珍しいとされています。ダルマギクはその

ような歴史的背景がうかがえる貴重な植物の一つです。淡い紫色のものが多いですが、白の花もあり、岩場を

ぱっと明るくしています。また、この日はミニ牧畑復活プロジェクトで５月に植えたサツマイモの収穫をしま

し、昨年に引き続き豊作となりました。

平
成
28
年
度
分
寄
付
金
総
額
（
10
月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　

１
９
，
８
４
３
，
６
４
７
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
課

▲ ミニ牧畑プロジェクト参加者

に
し
の
し
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

10
月
末
現
在
、
の
べ
３
１
４
，
８
４
０

枚
の
レ
ジ
袋
が
節
約
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
点
１　

ポ
イ
ン
ト
交
換
枚
数
の
変
更

変
更
点
２　

交
換
で
き
る
場
所
の
拡
充

す
こ
や
か
に
　

　
常と

き
わ盤

　
風ふ

う
す
け介

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
山

　

(
圭
太

香

▲ ダルマギク▲ 黒曜石
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小

笠
原
で
す
。

　

こ
の
度
、
西
ノ
島
町
の
特
産
品
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
特
産
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
大
変
悩
み

ま
し
た
。

　

西
ノ
島
の
絶
景
や
町
民
の
暮
ら
し
、
魚
介

類
の
新
鮮
さ
や
豊
富
さ
、
製
造
過
程
、
商
品

の
お
い
し
さ
等
々
伝
え
た
い
こ
と
や
表
現
し

た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
回
は
あ
え
て
観
光
地
な
ど

は
載
せ
ず
に
島
の
産
業
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
の
紹
介
に
重

き
を
置
か
ず
、
水
産
加
工
品
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
想
い
や
島
の
雰
囲
気
等
田
舎
感
を
伝
え

る
こ
と
で
温
か
み
の
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
種
行
事
や
県
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
周
知
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
西
ノ
島
の
特
産
品
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
水
産
加
工
品
事
業

者
、
販
売
事
業
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲表紙

▲商品紹介ページ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
住
民
を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

特
産
品
の
開
発
や
観
光
振
興
を
メ
イ
ン
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
地
域
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
西
ノ
島
町
に
て
活
動
す
る
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
西
ノ
島
町
に
来
ま
し
た
ラ
ッ
セ
ル
早
紀
で
す
。

　

主
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
な
の
で
こ
の
よ
う
な
苗
字
で
す
が
私
は
福
岡
県
出
身
の
日
本
人
で

す
。
日
本
語
は
母
国
語
な
の
で
ご
心
配
な
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

私
は
小
学
校
１
年
生
の
娘
と
主
人
と
３
人
家
族
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
よ
り
越
し
て
き
た
ば
か

り
で
日
本
の
生
活
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
美
し
い
海
と
島
の
人
々
の
温
か
さ
に

日
々
癒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
よ
り
地
域
振
興
課
に
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
西
ノ
島
町
の
観
光
・
地

域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
後
こ
の
島
で
起
業
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
期
中
の
こ
の
時

間
を
有
意
義
な
も
の
に
し
、
準
備
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ラッセル　早
さ き

紀
地域おこし協力隊
（観光支援員）

・観光情報等の発信
・観光イベント等の実施
・観光振興に関する事業の企画
・観光地としての魅力発見と
　創出
・その他、地域活性化のため
　に必要な活動　
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健
一
さ
ん
・
真
美
さ
ん

絵
本
大
好
き
！
ダ
ン
ス
大
好
き
！

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
読
ん
で
踊
っ

て
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
♪

　
東
あ
ず
ま 

寧ね

ね々
　
ち
ゃ
ん
（
美
田
尻
）

  

平
成
25
年
６
月
16
日
生
ま
れ
・
女
の
子

2016 年 12月の行事予定

※配食サービスは土日以外実施しています

4

11
直接搬入受付

●おやこのブックカフェ
( 中央公民館研修室 )
〈10:00 ～ 16:00〉

18
●おとなのブックカフェ
( 中央公民館研修室 )
〈10:00 ～ 16:00〉

25
直接搬入受付

1
中央公民館休館日

3

10
●土曜よろず朝市

17
●男の料理教室
（シルバー会館）
〈９:30～〉

24
●土曜よろず朝市

31
中央公民館休館日

2
●スッキリ体操教室
（シルバー会館）
〈9:30～ 10:15〉
●いきいき健康サロン
（赤ノ江公民館）
〈13:30～15:00〉

9
●いきいき健康サロン
（別府至誠館）
〈13:30～15:00〉

16
●いきいき健康サロン
（波止公会堂）
〈13:30～15:00〉

23
中央公民館休館日

30
●全町燃えるごみ収集

中央公民館休館日

1
●全町燃えるごみ収集

●スッキリ体操教室
（宇賀交流施設）
〈13:30～ 14:15〉

8
●全町燃えるごみ収集
●子育てサロン
（美田コミュニティセンター）
〈10:00～12：00〉

15
●全町燃えるごみ収集
●子育てサロン
（美田コミュニティセンター）
〈10:00～12：00〉

●いきいき健康サロン
（物井公会堂）
〈13:30～15:00〉

22
●全町燃えるごみ収集

●英会話クラブ（上級者）
( 中央公民館 )

〈18:30 ～ 19:30〉

29
中央公民館休館日

30

7
●リサイクル品(カン)収集

14
●不燃ゴミ収集(埋立ごみ)
家電リサイクル製品を除く

21
●リサイクル品(ビン)収集

●よるのブックカフェ
( 中央公民館 )

〈18:00 ～ 21:00〉

28
●リサイクル品(ペット
ボトル)収集

図書室休館

29

6
●いきいき健康サロン
（倉ノ谷活性化センター）
〈13:30～15:00〉
●おはなしのへや
( 中央公民館研修室 )
〈10:30 ～ 11:30〉

13
●乳幼児健診
（美田児童館）
〈13:30～16:00〉

20
●英会話クラブ（初心者）
( 中央公民館 )

〈18:30 ～ 19:30〉

27

28

5
●全町燃えるごみ収集

12
●全町燃えるごみ収集

19
●全町燃えるごみ収集

●ハローワーク島前出張
窓口開設（黒木公民館）
〈11:00～15:00〉
●いきいき健康サロン
（三度もーもー館）
〈13:30～15:00〉

26
●全町燃えるごみ収集

2016 年 10 月 31 日現在

■人口　　　　     2,929 人
■男　　　　　     1,447 人
■女　　　　　     1,482 人
■世帯数　　　     1,566 世帯   
■ 65歳以上人口　 1,268 人

朝

室

〉

市

館


